
６月定例会では、こんなことが決まりました
意見書を提出しました
８人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき
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６月定例会

▲ゴーヤでエコクッキング教室（生き生きプラザ斑鳩 調理実習室）

委員会の新しい構成をお知らせします
5月9日に各委員会の選任を行いました。新しい委員会の構成は下記のとおりです。

宮﨑　和彦
紀　　良治
中川　靖広
小野　隆雄
飯髙　昭二
木澤　正男
木田　守彦

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃 

〃 

道路、河川、橋梁、町営住宅、観
光イベント、町営駐車場、商工業、
農業、建築開発に伴う各種規制、
屋外広告、公園・緑地、駅前整
備、都市計画道路、公共下水道、
上水道に関すること等についての
調査や、議案・請願等の審査をし
ます。

里川宜志子
辻　　善次
宮﨑　和彦
小林　　誠
中川　靖広
紀　　良治
坂口　　徹

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃
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保健事業、児童福祉、障がい者
福祉、高齢者福祉、介護保険、国
民健康保険、ごみ問題、環境対
策、住民登録・戸籍に関すること
等についての調査や、議案・請願
等の審査をします。

小林　　誠
辻　　善次
吉野　俊明
伴　　吉晴
嶋田　善行
小野　隆雄
木澤　正男

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃
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町の総合計画や行政改革、防災
計画、コミュニティ、文化振興財
団、財政計画、財産管理、町民
税、固定資産税、小・中学校、幼
稚園、生涯学習に関すること等に
ついての調査や、議案・請願等の
審査をします。

里川宜志子
坂口　　徹
吉野　俊明
伴　　吉晴
嶋田　善行
飯髙　昭二
木田　守彦

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

〃

議会広報の編集、発行に関する
事務をします。

木澤　正男
飯髙　昭二
小林　　誠
伴　　吉晴
嶋田　善行
小野　隆雄
辻　　善次

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

〃 

定例議会の会期、議事日程や議
事進行に関すること、請願・陳情
の処理に関すること、意見書の提
出等議会の対外的問題に関する
こと等、その他議会運営上必要と
認める事項や、他の委員会に属さ
ない事項の審査、調査をします。

建設水道常任委員会 厚生常任委員会 総務常任委員会

広報発行常任委員会 議会運営委員会

本会議・委員会の開催日程は
６ページをご覧ください。

▲広報発行常任委員会
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❸ ❷

　平成２６年第２回定例会が、６月２日から６月１９日までの
１８日間の会期で開かれました。
　斑鳩町協働のまちづくり条例についてなど１３議案を可決・
承認等し、推薦案件１件を推薦、報告案件５件について報告を
受けました。その他、１件の陳情について審議し、最終日には
３件の意見書を上程しました。
　それぞれの結果は、下記のとおりです。

６月定例会では

案　件 結　果

条例

予算

契約

推薦

認定

決算

意見書

陳情

報告

斑鳩町協働のまちづくり条例について

斑鳩町職員の配偶者同行休業に関する条例について

斑鳩町精神障害者医療費助成条例について

斑鳩町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町町税条例等の一部を改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町都市計画税条例の一部を改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について）

平成２６年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２５年度斑鳩町一般会計補正予算（第９号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）

平成２６年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について

斑鳩町農業委員会委員の推薦について

町道の一部廃止について

平成２５年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

平成２５年度斑鳩町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

議会の委任による町長専決処分の報告について（平成２６年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）について）

平成２５年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）

平成２５年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公共下水道事業特別会計）

平成２５年度斑鳩町水道事業会計継続費精算報告書の報告について

平成２５年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

子どもの医療費助成制度を通院も中学卒業まで拡充し窓口無料とすることを県に求める意見書提出の要望について

子どもの医療費助成制度を通院も中学卒業まで拡充し、窓口無料とすることを県に求める意見書について

信号機の設置を求める意見書について

集団的自衛権の行使を容認する解釈改憲を行わないことを求める意見書について

満場一致で可決

満場一致で承認

満場一致で承認

満場一致で認定

満場一致で認定

継 続 審 査

採 択

報 告

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

推 薦

賛成少数で否決

　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。それぞれの議案について、詳しく知りたい場合
は、役場３階の議会事務局までお越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL７４－１００１（内線３０２）

議会の議案書を閲覧できます

3ページに
意見書

9ページに
賛否の討論

12ページに
関連記事

議会推薦の委
員として、
中川靖広議員、
辻善次議員を
推薦しました。

？ミニ解説？
繰越明許費
歳出予算の経費のう
ち、年度内に支出が
終わらない理由があ
るものについて、予算
を翌年度に繰り越し
て使うことができる
経費。

子どもの医療費助成制度を通院も中学卒業まで拡充し、
窓口無料とすることを県に求める意見書

　今日、少子化が進むなか、子どもを安心して産み育てられる環境づくりを進めることは、国や地方自治体にとって
重要な課題となっています。
　現在、全国の全ての自治体で独自の子育て支援策として子ども医療費助成制度が実施されています。この制度は、
子育て世代の経済的支援にとどまらず、早期発見・早期治療による疾病の重症化を防ぐなど大きな役割を果たして
います。
　当町においても、子ども医療費助成の対象年齢を県基準より拡大し、平成２１年４月から小学生の入院まで拡大、
さらに平成２２年４月からは入・通院とも中学卒業まで拡大をしています。
　しかしながら、子ども医療費の助成については、各自治体の財政力などによってその取組みに大きな格差があり、
どこの市町村で生まれ育っても同じように安心して医療を受けられることが望まれるものであります。そこで、奈
良県におかれては「子ども医療費助成制度」の対象年齢を中学卒業まで拡大するとともに、将来的にはこの制度を国
の制度とするよう国に要望していただくようお願いするものです。
　また、現在、子どもの保護者が医療機関の窓口で直接医療費を支払わないで済む「現物給付方式」を採用する自治
体については、国民健康保険の医療給付に対する国庫負担金等が減額される仕組みとなっていることが主たる理由
で、奈良県においては、「自動償還払い方式」となっています。しかし、所得の少ない子育て世帯にとっては、窓口での
支払いは大きな負担で、保護者からは窓口無料化を求める声が大きく広がっています。　
　全国では、すでに、３６都府県で窓口負担なしで受診ができ、近畿では奈良県だけが窓口負担となっていることか
ら、国に対して国民健康保険における国庫負担金等の減額措置の廃止を強く要望していただくとともに、奈良県と
して窓口無料の制度として実施をしていただくよう要望します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　 平成２６年６月１９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

信号機の設置を求める意見書

　平素は、本町の交通安全対策や安全で安心なまちづくりにご指導、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、去る３月３０日に、いかるがパークウェイの稲葉車瀬区間の供用が開始されましたが、一方では、交通の流
れの変化、交通規制の変更など道路利用者を取り巻く環境にも変化が見られるようになり、供用開始直後からすで
に数件の事故の発生が報告されています。
　現在、いかるがパークウェイと交差する町道は、通勤、通学の主だった経路となっていることから、朝夕には多く
の車両、歩行者が横断している状況にあります。こうしたことから、地域住民からは、今般の事故を例に重大事故の
発生を危惧し、信号機の設置を求める声が多く寄せられております。
　今後、いかるがパークウェイ事業の進捗に合わせまして、新たな交通の流入が見込まれてまいります。
　本町議会としましては、更なる事故の発生を未然に防止するためにも、交通規制、交通安全施設の設置など安全対
策に積極的に取り組まれるとともに、斑鳩町が要望している信号機の設置を強く要請いたします。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　 平成２６年６月１９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

関係機関に
２件の意見書を送付

6月定例会では、委員会から提案された２件の意見書が可決され、
関係機関に送付しました。
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子どもの医療費助成制度を通院も中学卒業まで拡充し、
窓口無料とすることを県に求める意見書

　今日、少子化が進むなか、子どもを安心して産み育てられる環境づくりを進めることは、国や地方自治体にとって
重要な課題となっています。
　現在、全国の全ての自治体で独自の子育て支援策として子ども医療費助成制度が実施されています。この制度は、
子育て世代の経済的支援にとどまらず、早期発見・早期治療による疾病の重症化を防ぐなど大きな役割を果たして
います。
　当町においても、子ども医療費助成の対象年齢を県基準より拡大し、平成２１年４月から小学生の入院まで拡大、
さらに平成２２年４月からは入・通院とも中学卒業まで拡大をしています。
　しかしながら、子ども医療費の助成については、各自治体の財政力などによってその取組みに大きな格差があり、
どこの市町村で生まれ育っても同じように安心して医療を受けられることが望まれるものであります。そこで、奈
良県におかれては「子ども医療費助成制度」の対象年齢を中学卒業まで拡大するとともに、将来的にはこの制度を国
の制度とするよう国に要望していただくようお願いするものです。
　また、現在、子どもの保護者が医療機関の窓口で直接医療費を支払わないで済む「現物給付方式」を採用する自治
体については、国民健康保険の医療給付に対する国庫負担金等が減額される仕組みとなっていることが主たる理由
で、奈良県においては、「自動償還払い方式」となっています。しかし、所得の少ない子育て世帯にとっては、窓口での
支払いは大きな負担で、保護者からは窓口無料化を求める声が大きく広がっています。　
　全国では、すでに、３６都府県で窓口負担なしで受診ができ、近畿では奈良県だけが窓口負担となっていることか
ら、国に対して国民健康保険における国庫負担金等の減額措置の廃止を強く要望していただくとともに、奈良県と
して窓口無料の制度として実施をしていただくよう要望します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　 平成２６年６月１９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

信号機の設置を求める意見書

　平素は、本町の交通安全対策や安全で安心なまちづくりにご指導、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、去る３月３０日に、いかるがパークウェイの稲葉車瀬区間の供用が開始されましたが、一方では、交通の流
れの変化、交通規制の変更など道路利用者を取り巻く環境にも変化が見られるようになり、供用開始直後からすで
に数件の事故の発生が報告されています。
　現在、いかるがパークウェイと交差する町道は、通勤、通学の主だった経路となっていることから、朝夕には多く
の車両、歩行者が横断している状況にあります。こうしたことから、地域住民からは、今般の事故を例に重大事故の
発生を危惧し、信号機の設置を求める声が多く寄せられております。
　今後、いかるがパークウェイ事業の進捗に合わせまして、新たな交通の流入が見込まれてまいります。
　本町議会としましては、更なる事故の発生を未然に防止するためにも、交通規制、交通安全施設の設置など安全対
策に積極的に取り組まれるとともに、斑鳩町が要望している信号機の設置を強く要請いたします。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　 平成２６年６月１９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

関係機関に
２件の意見書を送付

6月定例会では、委員会から提案された２件の意見書が可決され、
関係機関に送付しました。



議
員　

本
年
度
か
ら
高
齢
者
優
待

券
の
交
付
事
業
に
お
い
て
従
来
の

奈
良
交
通
の
バ
ス
乗
車
券
や
い
き

い
き
の
里
入
館
券
に
Ｊ
Ｒ
の
イ
コ

カ
及
び
タ
ク
シ
ー
券
も
選
択
で
き

る
事
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参

加
の
促
進
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
き
い

き
の
里
の
入
館
券
と
同
額
で
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
利
用
券
も
選
択

で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
を
伺

う
。

住
民
生
活
部
長　

高
齢
者
優
待
券

に
関
し
ま
し
て
は
、
今
年
度
に
そ

の
種
類
や
金
額
の
見
直
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
ず
は
そ
の
交
付
状
況
等
を
し
っ

か
り
と
見
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
参
考

に
し
て
、
本
事
業
を
よ
り
よ
い
も

の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

が
、
現
有
の
町
施
設
の
利
用
券
を

交
付
す
る
こ
と
は
、
施
設
の
活
用

や
財
政
的
な
面
か
ら
も
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
伺

う
。

住
民
生
活
部
長　

ご
意
見
の
と
お

り
、
町
の
施
設
を
活
用
い
た
だ
く

と
い
う
点
で
利
用
率
の
向
上
等
の

有
効
性
は
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
ど
の
程
度
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
か
と
い
っ
た
高
齢
者
優
待

券
の
事
業
目
的
の
達
成
手
段
と
し

て
の
有
効
性
は
も
と
よ
り
、
施
設

の
利
用
率
等
の
利
用
状
況
や
運
営

方
針
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　

い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
真

に
検
討
し
て
、町
民
が
今
日
よ
り
明

日
が
少
し
で
も
良
く
な
っ
た
と
思

え
る
よ
う
に
要
望
い
た
し
ま
す
。

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

議
員　

各
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
た

内
容
の
中
に
本
年
度
か
ら
10
年
間

に
約
10
億
円
を
か
け
る
と
あ
っ
た

が
、
町
の
負
担
割
合
と
そ
の
財
源

を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

主
な
事
業
内
容

と
し
て
建
物
の
修
景
整
備
、
無
電

柱
化
な
ど
の
17
の
事
業
に
平
成
26

〜
35
年
度
の
間
で
計
画
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
し
て
、
総
事
業
費
約

10
億
円
程
度
で
国
の
補
助
事
業
等

を
積
極
的
か
つ
効
率
的
に
活
用
し

ま
し
て
、
総
事
業
費
の
半
分
程
度

の
負
担
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

議
員　

龍
田
西
８
丁
目
に
あ
る
下

司
田
池
が
、大
字
龍
田
財
産
区
財
産

と
な
っ
た
要
因
と
経
緯
を
問
う
。

総
務
部
長　

昭
和
52
年
に
地
元
の

幸
進
町
か
ら
池
の
決
壊
に
対
す
る

住
民
不
安
解
消
の
た
め
、
至
急
補

修
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
が
あ
り
、

下
司
田
池
水
利
組
合
で
は
、
池
の

一
部
を
処
分
し
た
売
却
益
で
堤
防

補
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。工
事
完
了
の
後
、池
の
南

西
部
分
を
民
間
業
者
に
売
却
す
る

際
に
、
所
有
権
が
共
有
地
の
た
め

分
筆
及
び
所
有
権
移
転
が
で
き
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
下
司

田
池
水
利
組
合
は
所
有
権
を
確
定

す
る
た
め
、
昭
和
55
年
２
月
に
町

に
対
し
て
、
水
利
組
合
員
９
名
を

所
有
者
と
す
る
所
有
権
確
認
訴
訟

を
奈
良
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
下
司
田
池
に

つ
い
て
町
が
調
査
し
た
結
果
、
古

文
書
等
で
旧
龍
田
町
の
財
産
で
あ

る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
大
字
龍

田
財
産
区
財
産
と
し
て
既
に
確
立

し
て
い
る
。ま
た
、下
司
田
池
水
利

組
合
側
も
当
該
物
件
が
水
利
組
合

員
９
名
の
所
有
物
で
は
な
く
、
斑

鳩
町
ま
た
は
旧
龍
田
地
区
の
共
有

財
産
で
あ
る
と
の
認
識
で
確
認
し

ま
し
た
。こ
の
結
果
、所
有
権
確
認

訴
訟
は
原
告
側
よ
り
取
り
下
げ
ら

れ
、昭
和
55
年
６
月
、下
司
田
池
の

所
有
者
を「
共
有
地
」か
ら「
斑
鳩

町
大
字
龍
田
財
産
区
」
と
更
正
登

記
を
行
い
、
下
司
田
池
水
利
組
合

と
は
「
斑
鳩
町
大
字
龍
田
財
産
区

財
産
管
理
に
関
す
る
協
約
」
を
締

結
し
、
斑
鳩
町
が
財
産
区
財
産
と

し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

議
員　

下
司
田
池
水
利
組
合
が
、

そ
の
協
約
第
１
条
第
２
項
の
「
水

利
権
を
第
三
者
に
譲
渡
し
又
は
貸

与
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
の
規

定
に
違
反
し
て
、
釣
り
池
業
者
と

賃
貸
借
契
約
を
継
続
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
、町
か
ら「
建
物
収
去
土

地
明
渡
請
求
事
件
」
を
使
用
者
に

提
訴
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。和

解
が
成
立
し
明
渡
し
を
受
け
た
後

の
池
の
管
理
状
況
は
、
以
前
と
同

じ
よ
う
に
周
辺
住
民
に
不
安
だ
け

を
増
進
し
て
い
ま
す
。協
約
等
に

基
づ
き
適
切
な
管
理
を
構
築
す
る

た
め
、
担
当
常
任
委
員
会
で
継
続

し
て
審
査
・
対
処
す
べ
き
で
す

そ
の
他
の
質
問

※
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
、役
場
３

　

階
の
分
煙
室
撤
廃
に
つ
い
て

※
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
計
画
及
び

　

斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
に
基
づ

　

く「
明
渡
し
請
求
」に
つ
い
て

議
員　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

の
稲
葉
車
瀬
区
間
が
３
月
30
日
に

供
用
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、通

行
車
輌
の
経
路
に
変
化
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
整
備
に
よ
り
見

込
ま
れ
る
事
業
効
果
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

い
か
る
が
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
の
稲
葉
車
瀬
区
間
の
供

用
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、小
吉
田

区
間
と
合
わ
せ
て
１
・
１
㎞
の
区

間
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。結
果
、
集
落
内
の
生
活
道
路

の
交
通
量
が
減
少
し
て
い
る
状
況

か
ら
、一
部
の
車
両
が
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
に
転
換
さ
れ
た
こ
と
で
集
落
内

の
安
全
性
や
快
適
性
が
向
上
し
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
、
国

道
25
号
や
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線

な
ど
へ
の
接
続
に
よ
り
交
通
環
境

の
改
善
が
期
待
で
き
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
機
能
が
向
上
す
る
こ
と

に
よ
り
、ス
ム
ー
ズ
な
交
通
の
流
れ

が
確
保
で
き
、法
隆
寺
な
ど
へ
の
町

外
か
ら
の
観
光
客
な
ど
の
流
入
に

も
対
応
で
き
る
こ
と
と
な
り
、観
光

振
興
へ
の
寄
与
や
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
員　

吉
田
寺
の
前
を
南
に
下
っ

た
と
こ
ろ
の
交
差
点
に
お
い
て
、供

用
後
す
ぐ
に
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、
信
号
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
か
、

交
通
標
識
や
道
路
標
示
が
見
に
く

い
と
の
声
が
あ
り
、
町
と
し
て
、
交

通
安
全
対
策
等
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

今
回
の
供
用
開

始
に
際
し
て
、
国
、
警
察
等
と
協
議

を
重
ね
た
結
果
、現
在
の
状
況
で
供

用
さ
れ
て
お
り
、信
号
機
の
設
置
も

供
用
後
の
交
通
状
況
を
見
な
が
ら
、

必
要
性
が
判
断
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。し
か
し
、
事
故
発
生
の
事
実

を
受
け
止
め
、西
和
警
察
署
と
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
警
察
と
し
て
は
、

交
通
の
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
検

証
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

議
員　

今
後
、
三
室
交
差
点
ま
で

の
延
伸
、さ
ら
に
、県
道
大
和
高
田

斑
鳩
線
ま
で
の
整
備
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

今
後
の
計
画
に

つ
い
て
、
国
道
25
号
三
室
交
差
点

ま
で
の
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定

で
、
今
年
度
は
３
億
円
の
予
算
が

確
保
さ
れ
て
お
り
、
順
調
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　本定例会での一般質問は、６月５日・６日の両日、８人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ４３人の方が傍聴に来られました。　　

高
齢
者
優
待
券
の

　
　

選
択
肢
の
拡
大
に
つ
い
て

伴　　吉　晴  議員

大字龍田財産区財産
下司田池の適切な管理を!!

小　野　隆　雄  議員

▶
下
司
田
池

▶
中
央
体
育
館
の

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

▶
町
道
4
0
5
号
と
い
か
る
が

　

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
交
差
点

いかるがパークウェイ
　　　　　　　供用開始!

坂　口　　徹  議員

一 般 質 問町政ここが聞きたい

❺ ❹



議
員　

本
年
度
か
ら
高
齢
者
優
待

券
の
交
付
事
業
に
お
い
て
従
来
の

奈
良
交
通
の
バ
ス
乗
車
券
や
い
き

い
き
の
里
入
館
券
に
Ｊ
Ｒ
の
イ
コ

カ
及
び
タ
ク
シ
ー
券
も
選
択
で
き

る
事
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参

加
の
促
進
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
い
き
い

き
の
里
の
入
館
券
と
同
額
で
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
利
用
券
も
選
択

で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
を
伺

う
。

住
民
生
活
部
長　

高
齢
者
優
待
券

に
関
し
ま
し
て
は
、
今
年
度
に
そ

の
種
類
や
金
額
の
見
直
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
ず
は
そ
の
交
付
状
況
等
を
し
っ

か
り
と
見
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
参
考

に
し
て
、
本
事
業
を
よ
り
よ
い
も

の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す

が
、
現
有
の
町
施
設
の
利
用
券
を

交
付
す
る
こ
と
は
、
施
設
の
活
用

や
財
政
的
な
面
か
ら
も
有
効
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
伺

う
。

住
民
生
活
部
長　

ご
意
見
の
と
お

り
、
町
の
施
設
を
活
用
い
た
だ
く

と
い
う
点
で
利
用
率
の
向
上
等
の

有
効
性
は
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
ど
の
程
度
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
か
と
い
っ
た
高
齢
者
優
待

券
の
事
業
目
的
の
達
成
手
段
と
し

て
の
有
効
性
は
も
と
よ
り
、
施
設

の
利
用
率
等
の
利
用
状
況
や
運
営

方
針
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　

い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
真

に
検
討
し
て
、町
民
が
今
日
よ
り
明

日
が
少
し
で
も
良
く
な
っ
た
と
思

え
る
よ
う
に
要
望
い
た
し
ま
す
。

歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

議
員　

各
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
た

内
容
の
中
に
本
年
度
か
ら
10
年
間

に
約
10
億
円
を
か
け
る
と
あ
っ
た

が
、
町
の
負
担
割
合
と
そ
の
財
源

を
伺
う
。

都
市
建
設
部
長　

主
な
事
業
内
容

と
し
て
建
物
の
修
景
整
備
、
無
電

柱
化
な
ど
の
17
の
事
業
に
平
成
26

〜
35
年
度
の
間
で
計
画
的
に
推
進

し
て
い
き
ま
し
て
、
総
事
業
費
約

10
億
円
程
度
で
国
の
補
助
事
業
等

を
積
極
的
か
つ
効
率
的
に
活
用
し

ま
し
て
、
総
事
業
費
の
半
分
程
度

の
負
担
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

議
員　

龍
田
西
８
丁
目
に
あ
る
下

司
田
池
が
、大
字
龍
田
財
産
区
財
産

と
な
っ
た
要
因
と
経
緯
を
問
う
。

総
務
部
長　

昭
和
52
年
に
地
元
の

幸
進
町
か
ら
池
の
決
壊
に
対
す
る

住
民
不
安
解
消
の
た
め
、
至
急
補

修
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
が
あ
り
、

下
司
田
池
水
利
組
合
で
は
、
池
の

一
部
を
処
分
し
た
売
却
益
で
堤
防

補
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。工
事
完
了
の
後
、池
の
南

西
部
分
を
民
間
業
者
に
売
却
す
る

際
に
、
所
有
権
が
共
有
地
の
た
め

分
筆
及
び
所
有
権
移
転
が
で
き
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
下
司

田
池
水
利
組
合
は
所
有
権
を
確
定

す
る
た
め
、
昭
和
55
年
２
月
に
町

に
対
し
て
、
水
利
組
合
員
９
名
を

所
有
者
と
す
る
所
有
権
確
認
訴
訟

を
奈
良
地
裁
に
提
訴
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
下
司
田
池
に

つ
い
て
町
が
調
査
し
た
結
果
、
古

文
書
等
で
旧
龍
田
町
の
財
産
で
あ

る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
大
字
龍

田
財
産
区
財
産
と
し
て
既
に
確
立

し
て
い
る
。ま
た
、下
司
田
池
水
利

組
合
側
も
当
該
物
件
が
水
利
組
合

員
９
名
の
所
有
物
で
は
な
く
、
斑

鳩
町
ま
た
は
旧
龍
田
地
区
の
共
有

財
産
で
あ
る
と
の
認
識
で
確
認
し

ま
し
た
。こ
の
結
果
、所
有
権
確
認

訴
訟
は
原
告
側
よ
り
取
り
下
げ
ら

れ
、昭
和
55
年
６
月
、下
司
田
池
の

所
有
者
を「
共
有
地
」か
ら「
斑
鳩

町
大
字
龍
田
財
産
区
」
と
更
正
登

記
を
行
い
、
下
司
田
池
水
利
組
合

と
は
「
斑
鳩
町
大
字
龍
田
財
産
区

財
産
管
理
に
関
す
る
協
約
」
を
締

結
し
、
斑
鳩
町
が
財
産
区
財
産
と

し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

議
員　

下
司
田
池
水
利
組
合
が
、

そ
の
協
約
第
１
条
第
２
項
の
「
水

利
権
を
第
三
者
に
譲
渡
し
又
は
貸

与
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
の
規

定
に
違
反
し
て
、
釣
り
池
業
者
と

賃
貸
借
契
約
を
継
続
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
、町
か
ら「
建
物
収
去
土

地
明
渡
請
求
事
件
」
を
使
用
者
に

提
訴
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。和

解
が
成
立
し
明
渡
し
を
受
け
た
後

の
池
の
管
理
状
況
は
、
以
前
と
同

じ
よ
う
に
周
辺
住
民
に
不
安
だ
け

を
増
進
し
て
い
ま
す
。協
約
等
に

基
づ
き
適
切
な
管
理
を
構
築
す
る

た
め
、
担
当
常
任
委
員
会
で
継
続

し
て
審
査
・
対
処
す
べ
き
で
す

そ
の
他
の
質
問

※
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
、役
場
３

　

階
の
分
煙
室
撤
廃
に
つ
い
て

※
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
計
画
及
び

　

斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
に
基
づ

　

く「
明
渡
し
請
求
」に
つ
い
て

議
員　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

の
稲
葉
車
瀬
区
間
が
３
月
30
日
に

供
用
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、通

行
車
輌
の
経
路
に
変
化
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
整
備
に
よ
り
見

込
ま
れ
る
事
業
効
果
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

い
か
る
が
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
の
稲
葉
車
瀬
区
間
の
供

用
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、小
吉
田

区
間
と
合
わ
せ
て
１
・
１
㎞
の
区

間
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。結
果
、
集
落
内
の
生
活
道
路

の
交
通
量
が
減
少
し
て
い
る
状
況

か
ら
、一
部
の
車
両
が
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
に
転
換
さ
れ
た
こ
と
で
集
落
内

の
安
全
性
や
快
適
性
が
向
上
し
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
、
国

道
25
号
や
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線

な
ど
へ
の
接
続
に
よ
り
交
通
環
境

の
改
善
が
期
待
で
き
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
機
能
が
向
上
す
る
こ
と

に
よ
り
、ス
ム
ー
ズ
な
交
通
の
流
れ

が
確
保
で
き
、法
隆
寺
な
ど
へ
の
町

外
か
ら
の
観
光
客
な
ど
の
流
入
に

も
対
応
で
き
る
こ
と
と
な
り
、観
光

振
興
へ
の
寄
与
や
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
員　

吉
田
寺
の
前
を
南
に
下
っ

た
と
こ
ろ
の
交
差
点
に
お
い
て
、供

用
後
す
ぐ
に
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、
信
号
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
か
、

交
通
標
識
や
道
路
標
示
が
見
に
く

い
と
の
声
が
あ
り
、
町
と
し
て
、
交

通
安
全
対
策
等
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

今
回
の
供
用
開

始
に
際
し
て
、
国
、
警
察
等
と
協
議

を
重
ね
た
結
果
、現
在
の
状
況
で
供

用
さ
れ
て
お
り
、信
号
機
の
設
置
も

供
用
後
の
交
通
状
況
を
見
な
が
ら
、

必
要
性
が
判
断
さ
れ
る
と
の
こ
と

で
す
。し
か
し
、
事
故
発
生
の
事
実

を
受
け
止
め
、西
和
警
察
署
と
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
警
察
と
し
て
は
、

交
通
の
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
検

証
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

議
員　

今
後
、
三
室
交
差
点
ま
で

の
延
伸
、さ
ら
に
、県
道
大
和
高
田

斑
鳩
線
ま
で
の
整
備
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

今
後
の
計
画
に

つ
い
て
、
国
道
25
号
三
室
交
差
点

ま
で
の
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定

で
、
今
年
度
は
３
億
円
の
予
算
が

確
保
さ
れ
て
お
り
、
順
調
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　本定例会での一般質問は、６月５日・６日の両日、８人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ４３人の方が傍聴に来られました。　　

高
齢
者
優
待
券
の

　
　

選
択
肢
の
拡
大
に
つ
い
て

伴　　吉　晴  議員

大字龍田財産区財産
下司田池の適切な管理を!!

小　野　隆　雄  議員

▶
下
司
田
池

▶
中
央
体
育
館
の

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

▶
町
道
4
0
5
号
と
い
か
る
が

　

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
交
差
点

いかるがパークウェイ
　　　　　　　供用開始!

坂　口　　徹  議員

一 般 質 問町政ここが聞きたい

❺ ❹



議
員　

斑
鳩
町
体
育
協
会
や
地
域

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
登
録
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
ス

ポ
ー
ツ
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
と
実
技

指
導
が
で
き
る
指
導
者
に
よ
る
ク

ラ
ブ
活
動
支
援
に
つ
い
て
。

　

実
技
指
導
そ
れ
以
外
に
生
活
面

や
社
会
的
態
度
の
育
成
等
も
大
切

な
指
導
内
容
で
あ
る
と
考
え
る

が
、学
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
、

顧
問
と
協
力
し
な
が
ら
熱
心
に
技

術
的
な
指
導
を
し
て
く
れ
る
外
部

指
導
者
の
活
用
も
将
来
的
に
考
え

て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
教
育
委

員
会
の
見
解
は
。

教
育
長　

ク
ラ
ブ
活
動
は
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
外
部
の
者
の
指
導
方
法

ま
た
は
規
範
意
識
の
持
ち
方
な
ど

児
童
生
徒
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
こ
と
か
ら
慎
重
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員　

５
年
10
年
後
に
も
斑
鳩
町

の
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
ス
ポ
ー

ツ
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
整
備
を
今
か
ら
準
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。国
に
お

い
て
も
約
20
年
前
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
登
録
や
外
部
指
導
者
の
活

用
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の

連
携
等
な
ど
の
必
要
性
が
提
起
さ

れ
て
い
た
。斑
鳩
町
の
地
域
力
で

ま
ず
は
多
様
な
ク
ラ
ブ
活
動
が
で

き
る
環
境
を
、
そ
し
て
よ
り
充
実

し
た
ク
ラ
ブ
環
境
へ
と
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

教
育
行
政
の「
見
え
る
化
」

議
員　

斑
鳩
町
の
教
育
基
本
方
針

に
掲
げ
て
お
ら
れ
る
基
本
目
標
・

具
体
目
標
・
指
導
目
標
等
の
現
状

を
数
値
を
使
っ
て
「
見
え
る
化
」

し
、
誰
も
が
理
解
し
や
す
い
情
報

を
保
護
者
・
地
域
住
民
な
ど
と
共

有
し
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
の
強

化
に
努
め
て
い
く
必
要
が
こ
れ
か

ら
の
教
育
行
政
に
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
に
対
す
る
説

明
責
任
を
果
た
す
役
割
に
も
な
る

と
考
え
る
が
、教
育
長
の
見
解
は
。

教
育
長　
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」は
、斑
鳩
の
子
ど
も
た
ち

の
学
校
や
家
庭
に
お
け
る
実
態
が

表
出
さ
れ
る
調
査
で
あ
る
と
捉

え
、
今
後
は
調
査
結
果
の
分
析
に

と
ど
ま
ら
ず
、
活
用
と
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

学
校
と
の
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
考
え
る
。

議
員　

防
犯
カ
メ
ラ
の
画
像
が
各

地
で
発
生
し
て
い
る
事
故
や
事
件

の
解
決
の
糸
口
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
が
、町
の
認
識
を
問
う
。

総
務
部
長　

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
空
間
に

お
け
る
犯
罪
の
予
防
と
犯
罪
発
生

時
の
速
や
か
な
認
知
及
び
適
確
な

対
応
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、「
地
域
の
安
全
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
高

め
、
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
づ

く
り
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し

て
、
警
察
か
ら
も
各
市
町
村
に
対

し
、設
置
要
請
も
な
さ
れ
て
お
り
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一
定
の

犯
罪
抑
止
効
果
が
あ
る
も
の
と
認

識
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
県

の
補
助
が
あ
る
こ
と
か
ら
県
も
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進
し
て
お

ら
れ
る
と
思
う
が
、
町
の
認
識
を

問
う
。

総
務
部
長　

補
助
対
象
と
な
る
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
及
び
広
報
啓
発
活
動
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
事
業
に
係

る
経
費
の
ほ
か
、
ご
質
問
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
防
犯
カ
メ
ラ
等

防
犯
機
器
の
設
置
な
ど
の
ハ
ー
ド

事
業
に
係
る
経
費
に
つ
き
ま
し
て

も
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
も
推
進
し
て
お
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

議
員　

23
年
12
月
議
会
で
防
犯
対

策
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
町
内
で
の
犯
罪
件
数
は

２
１
２
件
で
そ
の
う
ち
法
隆
寺
駅

前
交
番
の
区
域
で
１
１
３
件
と
い

う
こ
と
で
し
た
。そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
ま
た
周
辺

に
設
置
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
、
町
の
考
え
方
に
つ
い
て

問
う
。

副
町
長　

斑
鳩
町
に
お
け
る
犯
罪

認
知
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
に
お
き
ま
し
て
も
、Ｊ
Ｒ
法
隆

寺
駅
を
含
む
法
隆
寺
駅
前
交
番
が

管
轄
す
る
区
域
が
最
も
犯
罪
認
知

件
数
が
多
か
っ
た
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、犯
人
の
動
線
と
し
て
、駅

の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、自
由
通
路
を
含
め
、Ｊ
Ｒ
法
隆

寺
駅
の
周
辺
に
設
置
す
る
こ
と
は

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人
の
往

来
が
多
く
、
犯
罪
の
発
生
抑
止
を

は
か
る
必
要
の
あ
る
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
、
順
次
計
画
的
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

子
ど
も
た
ち
に
読
書
に
親

し
ん
で
も
ら
う
取
り
組
み
と
し
て

「
読
書
通
帳
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
借
り
た
本

の
履
歴
を
目
に
見
え
る
形
で
残
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が

読
書
へ
の
意
欲
を
高
め
る
効
果
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
通

帳
の
導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

本
町
で
は
、
各
学
校
の

パ
ソ
コ
ン
に
児
童
生
徒
が
借
り
た

本
の
タ
イ
ト
ル
、
貸
出
日
等
の
貸

出
履
歴
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

借
り
た
本
の
タ
イ
ト
ル
が
蓄
積
さ

れ
る
貯
金
通
帳
の
よ
う
に
貯
め
る

楽
し
み
や
、
児
童
に
読
書
を
す
る

「
き
っ
か
け
」や「
習
慣
づ
け
」に
な

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、今
後
、

先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
調
査
研

究
し
ま
す
。

議
員　

読
書
通
帳
を
利
用
し
て
読

書
に
挑
戦
す
る
生
徒
を
先
生
が
励

ま
す
こ
と
で
、
よ
り
一
層
生
徒
の

読
書
意
欲
に
つ
な
が
り
、
高
い
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
子
ど
も
の
読
書
環
境
の

整
備
を
進
め
て
い
く
う
え
で
有
効

と
考
え
ま
す
。ま
た
、町
立
図
書
館

も
視
野
に
い
れ
な
が
ら
検
討
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の

　
　
　

設
置
に
つ
い
て

中　川　靖　広  議員

▶
広
島
市
立
図
書
館
の
読
書
通
帳

▶
防
犯
カ
メ
ラ

議
会
の
日
程

　

開
会
時
間
は
午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

　　

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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務
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運
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1
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月
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会
議
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（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、 

議
案
上
程
）

　
　
　
　

広
報
発
行
常
任
委
員
会

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

多様なクラブ活動に支援を！

小　林　　誠  議員

読書意欲を高めるための
　　 「読書通帳」の導入を

飯　髙　昭　二  議員

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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議
員　

斑
鳩
町
体
育
協
会
や
地
域

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
登
録
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
ス

ポ
ー
ツ
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
と
実
技

指
導
が
で
き
る
指
導
者
に
よ
る
ク

ラ
ブ
活
動
支
援
に
つ
い
て
。

　

実
技
指
導
そ
れ
以
外
に
生
活
面

や
社
会
的
態
度
の
育
成
等
も
大
切

な
指
導
内
容
で
あ
る
と
考
え
る

が
、学
校
の
指
導
方
針
を
理
解
し
、

顧
問
と
協
力
し
な
が
ら
熱
心
に
技

術
的
な
指
導
を
し
て
く
れ
る
外
部

指
導
者
の
活
用
も
将
来
的
に
考
え

て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
教
育
委

員
会
の
見
解
は
。

教
育
長　

ク
ラ
ブ
活
動
は
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
外
部
の
者
の
指
導
方
法

ま
た
は
規
範
意
識
の
持
ち
方
な
ど

児
童
生
徒
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
こ
と
か
ら
慎
重
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員　

５
年
10
年
後
に
も
斑
鳩
町

の
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
ス
ポ
ー

ツ
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
整
備
を
今
か
ら
準
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。国
に
お

い
て
も
約
20
年
前
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
登
録
や
外
部
指
導
者
の
活

用
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の

連
携
等
な
ど
の
必
要
性
が
提
起
さ

れ
て
い
た
。斑
鳩
町
の
地
域
力
で

ま
ず
は
多
様
な
ク
ラ
ブ
活
動
が
で

き
る
環
境
を
、
そ
し
て
よ
り
充
実

し
た
ク
ラ
ブ
環
境
へ
と
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

教
育
行
政
の「
見
え
る
化
」

議
員　

斑
鳩
町
の
教
育
基
本
方
針

に
掲
げ
て
お
ら
れ
る
基
本
目
標
・

具
体
目
標
・
指
導
目
標
等
の
現
状

を
数
値
を
使
っ
て
「
見
え
る
化
」

し
、
誰
も
が
理
解
し
や
す
い
情
報

を
保
護
者
・
地
域
住
民
な
ど
と
共

有
し
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
の
強

化
に
努
め
て
い
く
必
要
が
こ
れ
か

ら
の
教
育
行
政
に
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
に
対
す
る
説

明
責
任
を
果
た
す
役
割
に
も
な
る

と
考
え
る
が
、教
育
長
の
見
解
は
。

教
育
長　
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」は
、斑
鳩
の
子
ど
も
た
ち

の
学
校
や
家
庭
に
お
け
る
実
態
が

表
出
さ
れ
る
調
査
で
あ
る
と
捉

え
、
今
後
は
調
査
結
果
の
分
析
に

と
ど
ま
ら
ず
、
活
用
と
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

学
校
と
の
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
考
え
る
。

議
員　

防
犯
カ
メ
ラ
の
画
像
が
各

地
で
発
生
し
て
い
る
事
故
や
事
件

の
解
決
の
糸
口
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
が
、町
の
認
識
を
問
う
。

総
務
部
長　

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
空
間
に

お
け
る
犯
罪
の
予
防
と
犯
罪
発
生

時
の
速
や
か
な
認
知
及
び
適
確
な

対
応
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、「
地
域
の
安
全
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
高

め
、
犯
罪
の
起
き
に
く
い
社
会
づ

く
り
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し

て
、
警
察
か
ら
も
各
市
町
村
に
対

し
、設
置
要
請
も
な
さ
れ
て
お
り
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一
定
の

犯
罪
抑
止
効
果
が
あ
る
も
の
と
認

識
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
県

の
補
助
が
あ
る
こ
と
か
ら
県
も
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進
し
て
お

ら
れ
る
と
思
う
が
、
町
の
認
識
を

問
う
。

総
務
部
長　

補
助
対
象
と
な
る
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
及
び
広
報
啓
発
活
動
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
事
業
に
係

る
経
費
の
ほ
か
、
ご
質
問
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
防
犯
カ
メ
ラ
等

防
犯
機
器
の
設
置
な
ど
の
ハ
ー
ド

事
業
に
係
る
経
費
に
つ
き
ま
し
て

も
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
も
推
進
し
て
お
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

議
員　

23
年
12
月
議
会
で
防
犯
対

策
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
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町
内
で
の
犯
罪
件
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２
１
２
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そ
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寺
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副
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罪
認
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お
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す
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障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
た
め
の

「
調
達
方
針
」の
策
定
を

議
員　

障
が
い
者
の
就
労
機
会
と

自
立
の
促
進
を
目
的
と
し
た
「
障

害
者
優
先
調
達
推
進
法
」
が
施
行

さ
れ
て
１
年
が
経
過
。奈
良
県
内

に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る

「
調
達
方
針
」の
策
定
は
約
25
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
策

定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

町
内
障
が
い
者

事
業
所
が
提
供
で
き
る
業
務
内
容

の
把
握
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今

後
役
場
の
各
部
署
の
需
要
調
査
等

を
行
い
、
今
年
度
、
早
い
時
期
に

「
調
達
方
針
」の
策
定
を
し
ま
す
。

議
員　

調
達
方
針
の
策
定
に
よ
り

自
治
体
が
積
極
的
に
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
受
け
入
れ
に
よ
り
、
障
が

い
者
雇
用
の
貢
献
に
な
り
、
働
く

方
の
収
入
の
増
や
、
雇
用
機
会
の

拡
大
が
障
が
い
者
の
方
の
生
き
が

い
に
つ
な
が
る
よ
う
、
し
っ
か
り

と
し
た
策
定
を
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
山
林
火
災
の
検
証
と
今
後
の
防

　

災
対
策
に
つ
い
て

※
災
害
時
の
「
要
援
護
者
マ
ッ
プ 

　

作
成
と
活
用
」に
つ
い
て

議
員　

子
ど
も
・
子
育
て
ニ
ー
ズ

調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
対
す

る
認
識
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

お
た
ず
ね
し
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

就
学
前
児
童
・

小
学
生
と
も
に
医
療
費
の
助
成
や

健
康
診
断
な
ど
の
保
健
事
業
、
ま

た
自
然
や
文
化
が
豊
か
で
あ
る
と

の
評
価
が
高
い
結
果
で
し
た
。

　

一
方
で
子
ど
も
の
遊
び
場
、
病

院
な
ど
の
医
療
環
境
、
そ
れ
か
ら

交
通
安
全
施
設
な
ど
の
満
足
度
は

低
い
結
果
で
し
た
。

　

今
後
、
取
り
組
み
の
強
化
が
必

要
な
点
と
し
て
は
、
64
・
６
％
の

方
が
認
可
保
育
所
は
「
斑
鳩
町
内

が
よ
い
」と
回
答
さ
れ
て
お
り
、町

内
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
泊
ま
り
で
預

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
経
験

に
つ
い
て
20
・
１
％
の
方
が「
あ
っ

た
」
と
答
え
て
い
ま
す
が
、
町
が

行
っ
て
い
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
ゼ
ロ
で
し
た

の
で
、
こ
う
し
た
事
業
の
周
知
も

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員　

病
児
・
病
後
児
保
育
の
制

度
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
働
い
て

い
る
方
の
う
ち
46
・
２
％
の
方
が

利
用
し
た
い
と
答
え
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
町
は
ど
ん

な
ふ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

今
後
、
医
療
機

関
の
病
児
・
病
後
児
保
育
の
参
入

が
あ
れ
ば
、
当
然
対
応
し
て
ま
い

る
と
と
も
に
、広
域
で
の
実
施
、あ

る
い
は
保
育
所
で
の
実
施
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
調
査
・
研
究
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員　

病
児
・
病
後
児
保
育
な
ど

は
医
療
機
関
が
意
欲
を
示
し
て
く

れ
な
い
と
町
単
独
で
は
設
置
が
難

し
い
制
度
で
す
。し
か
し
、必
要
な

も
の
で
す
の
で
、今
後
、国
や
県
に

対
し
て
も
財
源
的
措
置
を
求
め
な

が
ら
、
町
の
施
策
を
よ
り
充
実
す

る
と
い
う
立
場
で
計
画
を
つ
く
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
強
く
要
望
し
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

※
職
員
の
労
働
状
況
と
職
員
数
の

　

適
正
化
に
つ
い
て

※
自
治
会
加
入
率
の
向
上
を
求
め

　

る
声
に
対
す
る
町
の
認
識
と
今

　

後
の
対
応
に
つ
い
て

※
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
交
通
手

　

段
の
確
保
に
つ
い
て

議
員　

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税

は
、
私
た
ち
の
家
計
に
も
大
き
い

影
響
を
与
え
て
い
る
。特
に
、子
育

て
世
帯
へ
の
影
響
は
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

小
中
学
校
の
給
食
費
や
副
教
材

な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

給
食
費
の
見
直
し
は
検

討
さ
れ
た
が
、現
状
の
給
食
費
で
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
損
な
う
こ
と

な
く
何
と
か
賄
う
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。し
か
し
、消
費
税
が
10
％
に

な
っ
て
く
る
と
、再
度
、給
食
費
の

見
直
し
の
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ま
た
、副
教
材
に
つ
い
て
は
、購

入
さ
れ
て
い
る
文
房
具
な
ど
と
同

様
に
消
費
税
増
税
分
に
つ
い
て
保

護
者
の
負
担
は
増
え
て
い
る
。

議
員　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
が
使

う
教
材
な
ど
に
消
費
税
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
に
、
疑
問
を
も
っ
て

い
る
。

　

今
後
、
給
食
費
の
見
直
し
を
す

る
場
合
、
十
分
に
学
校
給
食
運
営

委
員
会
で
、
保
護
者
の
意
見
を
聞

い
て
、
良
質
な
給
食
の
提
供
と
と

も
に
協
議
を
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
の
給
食
弁
当
や

教
材
で
は
ど
ん
な
影
響
が
で
て
い

る
の
か
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
、
一
食
あ
た

り
２
６
０
円
だ
っ
た
が
、
消
費
税

増
税
後
は
２
６
８
円
に
な
っ
て
い

る
。教
材
費
と
し
て
は
、月
に
５
０

０
円
の
徴
収
を
し
て
い
る
。現
在

は
何
と
か
維
持
し
て
い
る
が
、
今

後
は
、
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

自
校
方
式
で
給
食
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
値
上
げ
を
せ
ず

に
が
ん
ば
っ
て
い
る
が
、
外
部
に

委
託
を
し
て
い
る
場
合
は
、
増
税

に
な
る
と
、
そ
の
分
す
ぐ
に
値
上

げ
と
な
る
と
い
う
問
題
点
が
明
ら

か
に
な
っ
た
が
、
保
育
園
で
の
給

食
費
や
教
材
費
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長　

給
食
費
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
負
担
増
は
な
い

が
、
毎
月
の
絵
本
代
は
値
上
が
り

し
て
い
る
。ま
た
、入
園
に
際
し
て

必
要
な
教
材
に
つ
い
て
も
値
上
が

り
し
て
い
る
。

議
員　

増
税
で
、
負
担
が
重
く

な
っ
て
い
る
が
、今
後
さ
ら
に
、増

税
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

そ
の
影
響
か
ら
は
目
が
離
せ
な

い
。

そ
の
他
の
質
問

※
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
つ

　

い
て

※
介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ
い
て

子
ど
も・子
育
て
支
援
計
画
の

　
　
　
　
　
　

策
定
に
む
け
て

木　澤　正　男  議員

▶
小
学
校
の
給
食

消費税増税の
　　子育て世帯への影響は

里　川　宜 志 子  議員

集団的自衛権の行使を容認する解釈改憲を行わないことを求める意見書について

【反　対　意　見】　伴　議　員

　近年、アジア太平洋地域の安全保障情勢は急速に悪化
しており、国境を越えた脅威は広がっています。このよ
うな状況で、政府においては、安全保障法整備に関する
協議が連日活発に行われています。
　そのような中で、国の安全保障の協議に関して、政府
として国民の生命と財産を守るためには、今後どうある
べきかを国民として見極める必要があると考えます。
　また、国の集団的自衛権の協議についての報道にい
たっては、各報道機関によって、協議の内容の表現が微
妙に違っているように、自衛権をめぐる司法の判断や、
政府見解が今後どのような形で解釈されるのか、今後の
推移を見守らなければなりません。
　意見書では、政府が集団的自衛権を行使するようにな
れば、まさに日本は戦争する国になるとありますが、政
府も平和を維持するための安全保障の協議をされてい
るのは明らかです。
　以上のことから、発議第４号集団的自衛権の行使を容
認する解釈改憲を行わないことを求める意見書の提出
に反対するものです。

【賛　成　意　見】　木　澤　議　員

　安倍首相は、中国や北朝鮮など近隣の脅威を取り上げ
て、日本を守るために集団的自衛権の行使が必要である
かのように言いますが、それは行使容認の世論を作るた
めの単なる口実にすぎません。日本を守るという点では、
現在でも認められている個別的自衛権によって十分に対
応できます。
　集団的自衛権を行使するという問題の本質は、憲法９
条があることによってかかっている「戦闘地域に行って
はならない」という「歯止め」を外し、アメリカが行う戦争
に日本が参戦するということです。
　戦後、日本は戦争による犠牲者は１人も出さず、また１
人の外国人も殺してきませんでした。それは、現行憲法の
もとで、踏み越えてはいけない一線を守ってきたからで
はないでしょうか。安倍首相は、憲法解釈の変更だけで
「集団的自衛権」の行使を認めようとしています。立憲主
義を守るという立場からもこれを認める訳にはいきませ
ん。
　先人たちが守ってきた平和が今まさに壊されようとし
ているこのときに、私は斑鳩町議会として政府に対して
ハッキリとノーの声をあげていくべきだと考えます。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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て
く
る
と
、再
度
、給
食
費
の

見
直
し
の
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ま
た
、副
教
材
に
つ
い
て
は
、購

入
さ
れ
て
い
る
文
房
具
な
ど
と
同

様
に
消
費
税
増
税
分
に
つ
い
て
保

護
者
の
負
担
は
増
え
て
い
る
。

議
員　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
が
使

う
教
材
な
ど
に
消
費
税
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
に
、
疑
問
を
も
っ
て

い
る
。

　

今
後
、
給
食
費
の
見
直
し
を
す

る
場
合
、
十
分
に
学
校
給
食
運
営

委
員
会
で
、
保
護
者
の
意
見
を
聞

い
て
、
良
質
な
給
食
の
提
供
と
と

も
に
協
議
を
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
の
給
食
弁
当
や

教
材
で
は
ど
ん
な
影
響
が
で
て
い

る
の
か
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
、
一
食
あ
た

り
２
６
０
円
だ
っ
た
が
、
消
費
税

増
税
後
は
２
６
８
円
に
な
っ
て
い

る
。教
材
費
と
し
て
は
、月
に
５
０

０
円
の
徴
収
を
し
て
い
る
。現
在

は
何
と
か
維
持
し
て
い
る
が
、
今

後
は
、
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

自
校
方
式
で
給
食
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
値
上
げ
を
せ
ず

に
が
ん
ば
っ
て
い
る
が
、
外
部
に

委
託
を
し
て
い
る
場
合
は
、
増
税

に
な
る
と
、
そ
の
分
す
ぐ
に
値
上

げ
と
な
る
と
い
う
問
題
点
が
明
ら

か
に
な
っ
た
が
、
保
育
園
で
の
給

食
費
や
教
材
費
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長　

給
食
費
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
負
担
増
は
な
い

が
、
毎
月
の
絵
本
代
は
値
上
が
り

し
て
い
る
。ま
た
、入
園
に
際
し
て

必
要
な
教
材
に
つ
い
て
も
値
上
が

り
し
て
い
る
。

議
員　

増
税
で
、
負
担
が
重
く

な
っ
て
い
る
が
、今
後
さ
ら
に
、増

税
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

そ
の
影
響
か
ら
は
目
が
離
せ
な

い
。

そ
の
他
の
質
問

※
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
つ

　

い
て

※
介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ
い
て

子
ど
も・子
育
て
支
援
計
画
の

　
　
　
　
　
　

策
定
に
む
け
て

木　澤　正　男  議員

▶
小
学
校
の
給
食

消費税増税の
　　子育て世帯への影響は

里　川　宜 志 子  議員

集団的自衛権の行使を容認する解釈改憲を行わないことを求める意見書について

【反　対　意　見】　伴　議　員

　近年、アジア太平洋地域の安全保障情勢は急速に悪化
しており、国境を越えた脅威は広がっています。このよ
うな状況で、政府においては、安全保障法整備に関する
協議が連日活発に行われています。
　そのような中で、国の安全保障の協議に関して、政府
として国民の生命と財産を守るためには、今後どうある
べきかを国民として見極める必要があると考えます。
　また、国の集団的自衛権の協議についての報道にい
たっては、各報道機関によって、協議の内容の表現が微
妙に違っているように、自衛権をめぐる司法の判断や、
政府見解が今後どのような形で解釈されるのか、今後の
推移を見守らなければなりません。
　意見書では、政府が集団的自衛権を行使するようにな
れば、まさに日本は戦争する国になるとありますが、政
府も平和を維持するための安全保障の協議をされてい
るのは明らかです。
　以上のことから、発議第４号集団的自衛権の行使を容
認する解釈改憲を行わないことを求める意見書の提出
に反対するものです。

【賛　成　意　見】　木　澤　議　員

　安倍首相は、中国や北朝鮮など近隣の脅威を取り上げ
て、日本を守るために集団的自衛権の行使が必要である
かのように言いますが、それは行使容認の世論を作るた
めの単なる口実にすぎません。日本を守るという点では、
現在でも認められている個別的自衛権によって十分に対
応できます。
　集団的自衛権を行使するという問題の本質は、憲法９
条があることによってかかっている「戦闘地域に行って
はならない」という「歯止め」を外し、アメリカが行う戦争
に日本が参戦するということです。
　戦後、日本は戦争による犠牲者は１人も出さず、また１
人の外国人も殺してきませんでした。それは、現行憲法の
もとで、踏み越えてはいけない一線を守ってきたからで
はないでしょうか。安倍首相は、憲法解釈の変更だけで
「集団的自衛権」の行使を認めようとしています。立憲主
義を守るという立場からもこれを認める訳にはいきませ
ん。
　先人たちが守ってきた平和が今まさに壊されようとし
ているこのときに、私は斑鳩町議会として政府に対して
ハッキリとノーの声をあげていくべきだと考えます。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論

一 般 質 問町政ここが聞きたい

❾ ❽



厚 生常任委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
23
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

県
道
王
寺
三
郷
斑
鳩
線
か
ら
、

チ
サ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン
五
番
館
西
側

と
チ
サ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン
二
番
館
東

側
の
里
道
を
通
り
町
道
５
４
８
号

線
ま
で
の
路
線
と
県
道
王
寺
三
郷

斑
鳩
線
内
の
路
線
２
４
９
・
９
ｍ

の
工
事
区
間
で
、
株
式
会
社
森
本

組
奈
良
営
業
所
と
１
億
1
６
８
０

万
３
０
８
０
円
で
契
約
す
る
も
の

で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
認
定
第
２
号　

町
道
の
一
部
廃

止
に
つ
い
て

　

町
道
４
０
１
号
線
の
一
部
、
岩

瀬
橋
落
橋
に
伴
い
稲
葉
西
１
丁
目

３
６
１
番
1
先
か
ら
稲
葉
車
瀬
２

丁
目
５
５
６
番
１
先
、
延
長
32
ｍ

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
下
水
道
工
事
進
捗

状
況
、
平
成
26
年
度
５
月
31
日
現

在
の
公
共
下
水
道
接
続
申
請
状
況
、

融
資
あ
っ
せ
ん
利
用
数
、
浄
化
槽

雨
水
貯
留
施
設
転
用
申
請
に
つ
い

て
、
説
明
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
事

業
促
進
と
予
算
確
保
に
つ
い
て
、

法
隆
寺
線
整
備
事
業
の
国
道
25
号

取
り
付
け
部
分
の
用
地
取
得
に
係

る
契
約
を
６
月
16
日
に
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
説
明
・
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
在
の
状
況
が
説
明
・
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
営
高
塚
団
地
の
状
況
に

つ
い
て

○
農
用
地
区
域
の
見
直
し
に
つ
い

て○
特
別
用
途
地
区
の
指
定
及
び
用

途
制
限
の
緩
和
条
例
制
定
に
む
け

た
流
れ
に
つ
い
て

○
議
案
第
21
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

○
第
34
回
商
工
ま
つ
り
の
開
催
に

つ
い
て

○
幸
前
地
区
道
路
用
地
で
の
苗
代

に
つ
い
て

説
明
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他

・
法
隆
寺
駅
の
北
側
の
第
一
地
所    

　
内
の
道
路
の
安
全
対
策
と
道
路

　
認
定
に
つ
い
て

・
い
か
る
が
溜
池
の
耐
震
に
つ
い

　
て

・
富
雄
川
の
改
修
に
つ
い
て

質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
宮
﨑
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
19
号　

斑
鳩
町
精
神
障

害
者
医
療
費
助
成
条
例
に
つ
い
て

　

資
料
要
旨
に
基
づ
い
て
県
が
本

年
10
月
か
ら
新
た
に
制
度
拡
充
す

る
た
め
に
行
う
こ
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、

Ｑ　

県
が
10
月
か
ら
実
施
す
る
と

　

な
って
い
る
が
、県
内
の
足
並
み
が

　

そ
ろ
って
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

県
内
の
市
は
10
月
か
ら
の
実

　

施
は
見
送
り
と
な
っ
て
お
り
、町

　

村
で
も
斑
鳩
町
と
も
う
１
つ
が

　

今
議
会
で
の
提
出
を
し
て
、10
月

　

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に
準
備

　

し
て
い
る
。

Ｑ　

自
動
償
還
払
い
は
可
能
に
な
っ

　

た
の
か
。

Ａ　

県
か
ら
は
間
に
合
わ
せ
る
と

　

回
答
を
も
ら
って
い
る
。

な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、お
諮

り
し
た
と
こ
ろ
、原
案
ど
お
り
満
場

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

◎
陳
情
第
３
号　

子
ど
も
の
医
療

費
助
成
制
度
を
通
院
も
中
学
卒
業

ま
で
拡
充
し
窓
口
無
料
と
す
る
こ

と
を
県
に
求
め
る
意
見
書
提
出
の

要
望
に
つ
い
て

委
員
か
ら

①
窓
口
払
い
を
な
く
し
た
と
き
の
ペ  

　

ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て

②
こ
の
陳
情
に
対
す
る
町
の
考
え

　

方
に
つ
い
て

③
コ
ン
ビ
ニ
受
診
と
い
わ
れ
る
よ
う

　

な
状
況
に
つ
い
て

④
医
療
費
抑
制
に
関
す
る
啓
発
に

　
つ
い
て

な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、委
員

の
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
し
た
と
こ

ろ
、す
で
に
斑
鳩
町
で
取
り
組
ん
で

い
る
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、本
来

国
の
制
度
と
し
て
地
方
の
健
康
保

険
や
一
般
会
計
な
ど
に
負
担
の
か
か

ら
な
い
形
で
実
施
し
て
も
ら
え
た
ら

あ
り
が
た
い
し
、ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
ど
の

制
度
改
正
を
望
む
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、も
し
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、県
が
負
担
し
て
く
れ
る

の
な
ら
、町
と
し
て
も
あ
り
が
た

く
、今
の
町
単
独
の
予
算
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、全
委
員
採

択
に
賛
成
と
い
う
こ
と
で
、委
員
会

と
し
て
、県
へ
の
意
見
書
提
出
の
発

議
を
す
る
こ
と
と
決
し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
ご
み・資
源
物
の

処
理
状
況
と
、５
月
31
日
に
行
わ
れ

た
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
住
民
の

参
加
数
や
ご
み
の
収
集
量
な
ど
の
状

況
に
つい
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

資
源
化
率
が
驚
異
的
に
伸
び
て

き
て
い
る
こ
と
な
ど一定
の
審
査
を
し

て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に
伴

う
保
育
所
等
の
利
用
手
続
き
の
変

更
に
つ
い
て

○
子
育
て
支
援
活
動
状
況
及
び
ネ

グ
レ
ク
ト
等
相
談
見
守
り
状
況
に

つ
い
て

○
議
案
第
21
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
の
う
ち
、
国
保
医
療
課
の
所

管
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

　

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
変
更
と

助
成
す
る
た
め
の
予
算
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

そ
の
他
の
報
告
と
し
て
、

○
平
成
23
年
か
ら
行
っ
て
い
る
被

災
地
大
槌
町
へ
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の

今
年
の
日
程
や
活
動
内
容
に
つ
い

て
　

そ
の
他

・
保
育
園
の
給
食
の
食
材
な
ど
の

　

購
入
に
つ
い
て

　

業
者
の
選
定
や
発
注
方
法
な
ど

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
と
い
う

質
疑
が
あ
り
、管
理
栄
養
士
が
町

内
青
果
組
合
な
ど
を
中
心
に
、食

材
の
必
要
量
が
調
達
可
能
な
業
者

を
選
び
発
注
し
て
い
る
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
）

　開会中の６月１１日（水）に本会議より付託
を受けた事案を審査のために委員会を開催
いたしましたので、ご報告いたします。

　

6
月
10
日
に
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
2
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、

い
ず
れ
も
可
決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て
も
審
査
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

▶
法
隆
寺
線
整
備
事
業
の

　

国
道
25
号
取
り
付
け
部
分

▲岩瀬橋付近のようす

委員会のうごき委員会のうごき
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厚 生常任委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
23
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

県
道
王
寺
三
郷
斑
鳩
線
か
ら
、

チ
サ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン
五
番
館
西
側

と
チ
サ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン
二
番
館
東

側
の
里
道
を
通
り
町
道
５
４
８
号

線
ま
で
の
路
線
と
県
道
王
寺
三
郷

斑
鳩
線
内
の
路
線
２
４
９
・
９
ｍ

の
工
事
区
間
で
、
株
式
会
社
森
本

組
奈
良
営
業
所
と
１
億
1
６
８
０

万
３
０
８
０
円
で
契
約
す
る
も
の

で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
認
定
第
２
号　

町
道
の
一
部
廃

止
に
つ
い
て

　

町
道
４
０
１
号
線
の
一
部
、
岩

瀬
橋
落
橋
に
伴
い
稲
葉
西
１
丁
目

３
６
１
番
1
先
か
ら
稲
葉
車
瀬
２

丁
目
５
５
６
番
１
先
、
延
長
32
ｍ

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
下
水
道
工
事
進
捗

状
況
、
平
成
26
年
度
５
月
31
日
現

在
の
公
共
下
水
道
接
続
申
請
状
況
、

融
資
あ
っ
せ
ん
利
用
数
、
浄
化
槽

雨
水
貯
留
施
設
転
用
申
請
に
つ
い

て
、
説
明
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
事

業
促
進
と
予
算
確
保
に
つ
い
て
、

法
隆
寺
線
整
備
事
業
の
国
道
25
号

取
り
付
け
部
分
の
用
地
取
得
に
係

る
契
約
を
６
月
16
日
に
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
説
明
・
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
在
の
状
況
が
説
明
・
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
営
高
塚
団
地
の
状
況
に

つ
い
て

○
農
用
地
区
域
の
見
直
し
に
つ
い

て○
特
別
用
途
地
区
の
指
定
及
び
用

途
制
限
の
緩
和
条
例
制
定
に
む
け

た
流
れ
に
つ
い
て

○
議
案
第
21
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

○
第
34
回
商
工
ま
つ
り
の
開
催
に

つ
い
て

○
幸
前
地
区
道
路
用
地
で
の
苗
代

に
つ
い
て

説
明
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他

・
法
隆
寺
駅
の
北
側
の
第
一
地
所    

　
内
の
道
路
の
安
全
対
策
と
道
路

　
認
定
に
つ
い
て

・
い
か
る
が
溜
池
の
耐
震
に
つ
い

　
て

・
富
雄
川
の
改
修
に
つ
い
て

質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
宮
﨑
委
員
長
記
）

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
19
号　

斑
鳩
町
精
神
障

害
者
医
療
費
助
成
条
例
に
つ
い
て

　

資
料
要
旨
に
基
づ
い
て
県
が
本

年
10
月
か
ら
新
た
に
制
度
拡
充
す

る
た
め
に
行
う
こ
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、

Ｑ　

県
が
10
月
か
ら
実
施
す
る
と

　

な
って
い
る
が
、県
内
の
足
並
み
が

　

そ
ろ
って
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

県
内
の
市
は
10
月
か
ら
の
実

　

施
は
見
送
り
と
な
っ
て
お
り
、町

　

村
で
も
斑
鳩
町
と
も
う
１
つ
が

　

今
議
会
で
の
提
出
を
し
て
、10
月

　

か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に
準
備

　

し
て
い
る
。

Ｑ　

自
動
償
還
払
い
は
可
能
に
な
っ

　

た
の
か
。

Ａ　

県
か
ら
は
間
に
合
わ
せ
る
と

　

回
答
を
も
ら
って
い
る
。

な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、お
諮

り
し
た
と
こ
ろ
、原
案
ど
お
り
満
場

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

◎
陳
情
第
３
号　

子
ど
も
の
医
療

費
助
成
制
度
を
通
院
も
中
学
卒
業

ま
で
拡
充
し
窓
口
無
料
と
す
る
こ

と
を
県
に
求
め
る
意
見
書
提
出
の

要
望
に
つ
い
て

委
員
か
ら

①
窓
口
払
い
を
な
く
し
た
と
き
の
ペ  

　

ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い
て

②
こ
の
陳
情
に
対
す
る
町
の
考
え

　

方
に
つ
い
て

③
コ
ン
ビ
ニ
受
診
と
い
わ
れ
る
よ
う

　

な
状
況
に
つ
い
て

④
医
療
費
抑
制
に
関
す
る
啓
発
に

　
つ
い
て

な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、委
員

の
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
し
た
と
こ

ろ
、す
で
に
斑
鳩
町
で
取
り
組
ん
で

い
る
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、本
来

国
の
制
度
と
し
て
地
方
の
健
康
保

険
や
一
般
会
計
な
ど
に
負
担
の
か
か

ら
な
い
形
で
実
施
し
て
も
ら
え
た
ら

あ
り
が
た
い
し
、ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
ど
の

制
度
改
正
を
望
む
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、も
し
も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、県
が
負
担
し
て
く
れ
る

の
な
ら
、町
と
し
て
も
あ
り
が
た

く
、今
の
町
単
独
の
予
算
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、全
委
員
採

択
に
賛
成
と
い
う
こ
と
で
、委
員
会

と
し
て
、県
へ
の
意
見
書
提
出
の
発

議
を
す
る
こ
と
と
決
し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　

平
成
25
年
度
の
ご
み・資
源
物
の

処
理
状
況
と
、５
月
31
日
に
行
わ
れ

た
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
住
民
の

参
加
数
や
ご
み
の
収
集
量
な
ど
の
状

況
に
つい
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

資
源
化
率
が
驚
異
的
に
伸
び
て

き
て
い
る
こ
と
な
ど一定
の
審
査
を
し

て
終
わ
り
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に
伴

う
保
育
所
等
の
利
用
手
続
き
の
変

更
に
つ
い
て

○
子
育
て
支
援
活
動
状
況
及
び
ネ

グ
レ
ク
ト
等
相
談
見
守
り
状
況
に

つ
い
て

○
議
案
第
21
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
の
う
ち
、
国
保
医
療
課
の
所

管
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

　

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
変
更
と

助
成
す
る
た
め
の
予
算
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

そ
の
他
の
報
告
と
し
て
、

○
平
成
23
年
か
ら
行
っ
て
い
る
被

災
地
大
槌
町
へ
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の

今
年
の
日
程
や
活
動
内
容
に
つ
い

て
　

そ
の
他

・
保
育
園
の
給
食
の
食
材
な
ど
の

　

購
入
に
つ
い
て

　

業
者
の
選
定
や
発
注
方
法
な
ど

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
と
い
う

質
疑
が
あ
り
、管
理
栄
養
士
が
町

内
青
果
組
合
な
ど
を
中
心
に
、食

材
の
必
要
量
が
調
達
可
能
な
業
者

を
選
び
発
注
し
て
い
る
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
）

　開会中の６月１１日（水）に本会議より付託
を受けた事案を審査のために委員会を開催
いたしましたので、ご報告いたします。

　

6
月
10
日
に
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
2
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、

い
ず
れ
も
可
決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て
も
審
査
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

▶
法
隆
寺
線
整
備
事
業
の

　

国
道
25
号
取
り
付
け
部
分

▲岩瀬橋付近のようす

委員会のうごき委員会のうごき

1011



水 道決算審査特別委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
17
号　

斑
鳩
町
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

　

み
ん
な
が
活
躍
す
る
住
み
よ
い

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、
住
民
、

住
民
活
動
団
体
、
事
業
者
及
び
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な

が
ら
、「
住
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

た
め
の
条
例
で
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
て
審

議
し
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
18
号　

斑
鳩
町
職
員
の

配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

職
員
の
継
続
的
な
勤
務
を
促
進

す
る
た
め
、
外
国
で
勤
務
等
を
す

る
配
偶
者
と
最
長
３
年
間
、
生
活

を
共
に
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

休
業
制
度
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
20
号　

斑
鳩
町
消
防
団

員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
防
団
の
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
た
め
、
任
用
時
に
お
け
る

年
齢
制
限
の
撤
廃
と
消
防
団
の
区

域
内
に
在
勤
し
て
い
る
者
を
任
用

可
能
に
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）
多
岐
に
わ
た
る
意
見
が

あ
り
、
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
議
案
第
21
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

　

大
雪
で
被
災
し
た
農
業
施
設
の

復
旧
及
び
撤
去
等
費
用
の
支
援
や

地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
に
対

す
る
補
助
金
の
受
け
入
れ
、
県
の

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
に
伴
う
補
正
。

　

ま
た
、
全
国
消
費
実
態
調
査
や

商
業
統
計
調
査
な
ど
に
係
る
補
正

内
容
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
状
況
や
春
季
企
画
展
の
報
告
。

　
　

ま
た
、
斑
鳩
大
塚
古
墳
出
土

　
の
埴
輪
な
ど
の
速
報
展
に
つ
い
て
。

・
こ
ど
も
考
古
学
教
室
や
初
め
て

　
行
わ
れ
る
「
こ
ど
も
一
日
学
芸

　
員
体
験
」
に
つ
い
て
。

・
史
跡
中
宮
寺
跡
を
５
か
年
で
整

　
備
す
る
計
画
に
つ
い
て
。

　
報
告
が
あ
り
審
査
を
し
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
者
の
報
告
に
つ
い
て

○
斑
鳩
町
と
奈
良
県
立
大
学
と
の

包
括
的
な
連
携
協
定
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
町
税
収
納
状
況
に

つ
い
て

〇
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に
伴

う
幼
稚
園
等
の
利
用
手
続
き
に
つ

い
て
（
案
）

〇
寄
贈
を
う
け
た
彫
刻
の
設
置
に

つ
い
て

　

第
45
回
日
展
に
入
選
さ
れ
た
作

品
で
樹
脂
製
の
高
さ
２
メ
ー
ト
ル

の
青
年
像
を
い
か
る
が
ホ
ー
ル
に

設
置
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
学
校
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工

事
に
つ
い
て

　

５
か
年
で
更
新
す
る
予
定
で
あ

り
、
今
年
は
斑
鳩
小
学
校
の
照
明

設
備
を
更
新
す
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

〇
子
ど
も
模
擬
議
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

８
月
12
日
に
「
夢
の
あ
る
将
来

の
斑
鳩
町
に
つ
い
て
」と
い
う
テ
ー

マ
で
開
催
さ
れ
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

〇
都
市
計
画
道
路
法
隆
寺
線
の
整

備
に
伴
う
中
央
公
民
館
の
敷
地
の

一
部
工
事
に
つ
い
て

　

そ
の
他

・
守
谷
池
の
草
焼
き
に
対
す
る
対

　
応
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
小
林
委
員
長
記
）

　

代
表
監
査
委
員
の

　
　
　
　
　

審
査
結
果
報
告

　

は
じ
め
に
、
平
成
25
年
度
斑
鳩

町
水
道
事
業
会
計
決
算
書
類
は
関

係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て

お
り
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績

及
び
当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態

を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
の
な
か
人

口
減
少
に
よ
り
給
水
収
益
は
連
年

減
少
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
電

力
料
金
の
値
上
げ
、
減
価
償
却
費

に
加
え
水
道
管
の
敷
設
替
工
事
な

ど
の
費
用
増
加
も
想
定
さ
れ
る
。

　

水
道
は
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、

良
質
な
水
を
清
潔
に
保
持
し
、
水

道
施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
し
て

い
く
に
は
的
確
な
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

に
立
っ
た
水
道
事
業
運
営
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
及
び
水
道

　

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

　

の
処
分
に
つ
い
て
の
説
明

　

老
朽
管
更
新
・
新
設
改
良
・
公

共
下
水
道
築
造
工
事
で
管
延
長
１

６
３
２
ｍ
の
工
事
を
行
い
、
工
事

に
当
た
っ
て
は
突
発
的
な
配
水
管

事
故
で
の
断
水
区
域
を
で
き
る
限

り
縮
小
す
る
た
め
の
管
網
整
備
に

努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
北
部
配

水
池
ド
ー
ム
更
新
事
業
等
を
完
了

し
、
浄
水
場
各
施
設
の
電
気
計
装

設
備
の
改
修
工
事
、
三
井
浄
水
場

管
理
棟
内
部
の
改
修
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
安
全
」で「
安
心
」で
き
る「
良

質
な
水
」
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
を

着
実
に
進
め
な
が
ら
、
経
営
の
効

率
化
を
念
頭
に
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
健
全
な
水
道
事
業
会
計

の
運
営
に
努
め
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

質
問
と
答
弁

Ｑ　

水
道
料
金
滞
納
の
状
況
に
つ

　

い
て
。

Ａ　

水
道
料
金
の
収
納
率
は
、　

　

99
・
９
％
を
超
え
、
一
方
、
支

　

払
い
が
滞
っ
て
い
る
方
に
つ
い

　

て
は
、事
情
を
確
認
す
る
中
で
、

　

い
ろ
い
ろ
な
対
策
で
対
応
し
て

　

い
ま
す
。

Ｑ　

県
水
の
依
存
率
が
上
が
っ
て

　

い
る
理
由
に
つ
い
て
。

Ａ　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
す
る
中
、

　

依
存
度
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
部
配
水
池
の
工
事
を

　

実
施
す
る
中
、
自
己
水
を
若
干

　

少
な
く
し
て
調
整
し
た
た
め
、

　

影
響
が
出
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

塩
ビ
管
と
石
綿
管
の
布
設
状

　

況
に
つ
い
て
。

Ａ　

塩
ビ
管
は
、
全
体
延
長
の　

　

35
％
程
度
、石
綿
管
は
、約
２
％

　

残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

各
種
配
管
に
お
け
る
選
定
の

　

取
り
扱
い
に
つ
い
て
。

Ａ　

Ｐ
Ｅ
管
は
、
口
径
１
０
０
㎜

　

以
下
で
耐
震
性
が
あ
り
、
ダ
ク

　

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
は
、
大
口
径
、

　

１
５
０
㎜
か
ら
２
０
０
㎜
を
超

　

え
る
口
径
で
非
常
に
水
圧
の
高

　

い
と
こ
ろ
に
適
用
。
使
用
箇
所

　

は
、
地
盤
の
状
況
や
地
形
、
地

　

質
な
ど
十
分
配
慮
し
た
中
で
選

　

定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

水
道
料
金
値
下
げ
に
よ
る
今

　

後
の
水
道
事
業
へ
の
影
響
に
つ

　

い
て
。

Ａ　

費
用
削
減
す
る
に
は
限
界
が

　

あ
り
、
現
段
階
で
は
、
北
部
配

　

水
池
事
業
や
計
装
シ
ス
テ
ム
の

　

よ
う
な
大
き
な
事
業
が
完
了
し
、

　

今
後
、
国
庫
補
助
や
企
業
債
を

　

有
効
に
使
い
検
討
を
進
め
て
い

　

き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
委
員
か
ら
質
疑
が
あ

り
理
事
者
よ
り
的
確
な
答
弁
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
案
第
22
号　

平

成
25
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て
、
認
定
第
３
号　

平
成
25
年

度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
は
、
満
場
一
致
で

可
決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
飯
髙
委
員
長
記
）

水
道
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

飯
髙　

昭
二

　

副
委
員
長　
　

小
林　
　

誠

　

委　
　

員　
　

伴　
　

吉
晴

　
　

 

〃　
　
　

  

嶋
田　

善
行

　
　

 

〃　
　
　

  

辻　
　

善
次

　
　

 

〃　
　
　

  

里
川
宜
志
子

　
　

 

〃　
　
　

  

木
澤　

正
男

　６月９日、全委員出席のもと、本会議から
付託を受けた２議案を慎重に審議した結果、
いずれの議案も原案どおり認定及び可決す
ることに決しました。その主な内容について
報告します。

　

6
月
13
日　

本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
4
議
案
、
ま
た
、
継
続
審
査

中
の
案
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

▶
新
し
く
な
っ
た

　

北
部
配
水
池
ド
ー
ム（
屋
根
）

委員会のうごき委員会のうごき
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水 道決算審査特別委員会

　

委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
17
号　

斑
鳩
町
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

　

み
ん
な
が
活
躍
す
る
住
み
よ
い

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、
住
民
、

住
民
活
動
団
体
、
事
業
者
及
び
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な

が
ら
、「
住
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

た
め
の
条
例
で
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
て
審

議
し
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
18
号　

斑
鳩
町
職
員
の

配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

職
員
の
継
続
的
な
勤
務
を
促
進

す
る
た
め
、
外
国
で
勤
務
等
を
す

る
配
偶
者
と
最
長
３
年
間
、
生
活

を
共
に
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る

休
業
制
度
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
20
号　

斑
鳩
町
消
防
団

員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
防
団
の
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
た
め
、
任
用
時
に
お
け
る

年
齢
制
限
の
撤
廃
と
消
防
団
の
区

域
内
に
在
勤
し
て
い
る
者
を
任
用

可
能
に
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）
多
岐
に
わ
た
る
意
見
が

あ
り
、
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
議
案
第
21
号　

平
成
26
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

　

大
雪
で
被
災
し
た
農
業
施
設
の

復
旧
及
び
撤
去
等
費
用
の
支
援
や

地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
に
対

す
る
補
助
金
の
受
け
入
れ
、
県
の

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の

拡
充
に
伴
う
補
正
。

　

ま
た
、
全
国
消
費
実
態
調
査
や

商
業
統
計
調
査
な
ど
に
係
る
補
正

内
容
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
。

　

継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

・
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
状
況
や
春
季
企
画
展
の
報
告
。

　
　

ま
た
、
斑
鳩
大
塚
古
墳
出
土

　
の
埴
輪
な
ど
の
速
報
展
に
つ
い
て
。

・
こ
ど
も
考
古
学
教
室
や
初
め
て

　
行
わ
れ
る
「
こ
ど
も
一
日
学
芸

　
員
体
験
」
に
つ
い
て
。

・
史
跡
中
宮
寺
跡
を
５
か
年
で
整

　
備
す
る
計
画
に
つ
い
て
。

　
報
告
が
あ
り
審
査
を
し
ま
し
た
。

　

各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
者
の
報
告
に
つ
い
て

○
斑
鳩
町
と
奈
良
県
立
大
学
と
の

包
括
的
な
連
携
協
定
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
町
税
収
納
状
況
に

つ
い
て

〇
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に
伴

う
幼
稚
園
等
の
利
用
手
続
き
に
つ

い
て
（
案
）

〇
寄
贈
を
う
け
た
彫
刻
の
設
置
に

つ
い
て

　

第
45
回
日
展
に
入
選
さ
れ
た
作

品
で
樹
脂
製
の
高
さ
２
メ
ー
ト
ル

の
青
年
像
を
い
か
る
が
ホ
ー
ル
に

設
置
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
学
校
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工

事
に
つ
い
て

　

５
か
年
で
更
新
す
る
予
定
で
あ

り
、
今
年
は
斑
鳩
小
学
校
の
照
明

設
備
を
更
新
す
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

〇
子
ど
も
模
擬
議
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

８
月
12
日
に
「
夢
の
あ
る
将
来

の
斑
鳩
町
に
つ
い
て
」と
い
う
テ
ー

マ
で
開
催
さ
れ
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

〇
都
市
計
画
道
路
法
隆
寺
線
の
整

備
に
伴
う
中
央
公
民
館
の
敷
地
の

一
部
工
事
に
つ
い
て

　

そ
の
他

・
守
谷
池
の
草
焼
き
に
対
す
る
対

　
応
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
小
林
委
員
長
記
）

　

代
表
監
査
委
員
の

　
　
　
　
　

審
査
結
果
報
告

　

は
じ
め
に
、
平
成
25
年
度
斑
鳩

町
水
道
事
業
会
計
決
算
書
類
は
関

係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て

お
り
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績

及
び
当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態

を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
も
の
と

認
め
ら
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
の
な
か
人

口
減
少
に
よ
り
給
水
収
益
は
連
年

減
少
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
電

力
料
金
の
値
上
げ
、
減
価
償
却
費

に
加
え
水
道
管
の
敷
設
替
工
事
な

ど
の
費
用
増
加
も
想
定
さ
れ
る
。

　

水
道
は
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、

良
質
な
水
を
清
潔
に
保
持
し
、
水

道
施
設
を
適
切
に
維
持
管
理
し
て

い
く
に
は
的
確
な
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

に
立
っ
た
水
道
事
業
運
営
が
必
要

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
及
び
水
道

　

事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

　

の
処
分
に
つ
い
て
の
説
明

　

老
朽
管
更
新
・
新
設
改
良
・
公

共
下
水
道
築
造
工
事
で
管
延
長
１

６
３
２
ｍ
の
工
事
を
行
い
、
工
事

に
当
た
っ
て
は
突
発
的
な
配
水
管

事
故
で
の
断
水
区
域
を
で
き
る
限

り
縮
小
す
る
た
め
の
管
網
整
備
に

努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
北
部
配

水
池
ド
ー
ム
更
新
事
業
等
を
完
了

し
、
浄
水
場
各
施
設
の
電
気
計
装

設
備
の
改
修
工
事
、
三
井
浄
水
場

管
理
棟
内
部
の
改
修
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
安
全
」で「
安
心
」で
き
る「
良

質
な
水
」
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
を

着
実
に
進
め
な
が
ら
、
経
営
の
効

率
化
を
念
頭
に
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
健
全
な
水
道
事
業
会
計

の
運
営
に
努
め
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

質
問
と
答
弁

Ｑ　

水
道
料
金
滞
納
の
状
況
に
つ

　

い
て
。

Ａ　

水
道
料
金
の
収
納
率
は
、　

　

99
・
９
％
を
超
え
、
一
方
、
支

　

払
い
が
滞
っ
て
い
る
方
に
つ
い

　

て
は
、事
情
を
確
認
す
る
中
で
、

　

い
ろ
い
ろ
な
対
策
で
対
応
し
て

　

い
ま
す
。

Ｑ　

県
水
の
依
存
率
が
上
が
っ
て

　

い
る
理
由
に
つ
い
て
。

Ａ　

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
す
る
中
、

　

依
存
度
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
部
配
水
池
の
工
事
を

　

実
施
す
る
中
、
自
己
水
を
若
干

　

少
な
く
し
て
調
整
し
た
た
め
、

　

影
響
が
出
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ　

塩
ビ
管
と
石
綿
管
の
布
設
状

　

況
に
つ
い
て
。

Ａ　

塩
ビ
管
は
、
全
体
延
長
の　

　

35
％
程
度
、石
綿
管
は
、約
２
％

　

残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

各
種
配
管
に
お
け
る
選
定
の

　

取
り
扱
い
に
つ
い
て
。

Ａ　

Ｐ
Ｅ
管
は
、
口
径
１
０
０
㎜

　

以
下
で
耐
震
性
が
あ
り
、
ダ
ク

　

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
は
、
大
口
径
、

　

１
５
０
㎜
か
ら
２
０
０
㎜
を
超

　

え
る
口
径
で
非
常
に
水
圧
の
高

　

い
と
こ
ろ
に
適
用
。
使
用
箇
所

　

は
、
地
盤
の
状
況
や
地
形
、
地

　

質
な
ど
十
分
配
慮
し
た
中
で
選

　

定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

水
道
料
金
値
下
げ
に
よ
る
今

　

後
の
水
道
事
業
へ
の
影
響
に
つ

　

い
て
。

Ａ　

費
用
削
減
す
る
に
は
限
界
が

　

あ
り
、
現
段
階
で
は
、
北
部
配

　

水
池
事
業
や
計
装
シ
ス
テ
ム
の

　

よ
う
な
大
き
な
事
業
が
完
了
し
、

　

今
後
、
国
庫
補
助
や
企
業
債
を

　

有
効
に
使
い
検
討
を
進
め
て
い

　

き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
委
員
か
ら
質
疑
が
あ

り
理
事
者
よ
り
的
確
な
答
弁
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
案
第
22
号　

平

成
25
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て
、
認
定
第
３
号　

平
成
25
年

度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
は
、
満
場
一
致
で

可
決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
飯
髙
委
員
長
記
）

水
道
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

飯
髙　

昭
二

　

副
委
員
長　
　

小
林　
　

誠

　

委　
　

員　
　

伴　
　

吉
晴

　
　

 

〃　
　
　

  

嶋
田　

善
行

　
　

 

〃　
　
　

  

辻　
　

善
次

　
　

 

〃　
　
　

  

里
川
宜
志
子

　
　

 

〃　
　
　

  

木
澤　

正
男

　６月９日、全委員出席のもと、本会議から
付託を受けた２議案を慎重に審議した結果、
いずれの議案も原案どおり認定及び可決す
ることに決しました。その主な内容について
報告します。

　

6
月
13
日　

本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
4
議
案
、
ま
た
、
継
続
審
査

中
の
案
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

▶
新
し
く
な
っ
た

　

北
部
配
水
池
ド
ー
ム（
屋
根
）

委員会のうごき委員会のうごき
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６月定例会では、こんなことが決まりました
意見書を提出しました
８人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき

②
③
④
⑩

６月定例会

▲ゴーヤでエコクッキング教室（生き生きプラザ斑鳩 調理実習室）

委員会の新しい構成をお知らせします
5月9日に各委員会の選任を行いました。新しい委員会の構成は下記のとおりです。

宮﨑　和彦
紀　　良治
中川　靖広
小野　隆雄
飯髙　昭二
木澤　正男
木田　守彦

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃 

〃 

道路、河川、橋梁、町営住宅、観
光イベント、町営駐車場、商工業、
農業、建築開発に伴う各種規制、
屋外広告、公園・緑地、駅前整
備、都市計画道路、公共下水道、
上水道に関すること等についての
調査や、議案・請願等の審査をし
ます。

里川宜志子
辻　　善次
宮﨑　和彦
小林　　誠
中川　靖広
紀　　良治
坂口　　徹

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃 

〃 

保健事業、児童福祉、障がい者
福祉、高齢者福祉、介護保険、国
民健康保険、ごみ問題、環境対
策、住民登録・戸籍に関すること
等についての調査や、議案・請願
等の審査をします。

小林　　誠
辻　　善次
吉野　俊明
伴　　吉晴
嶋田　善行
小野　隆雄
木澤　正男

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃 

〃 

町の総合計画や行政改革、防災
計画、コミュニティ、文化振興財
団、財政計画、財産管理、町民
税、固定資産税、小・中学校、幼
稚園、生涯学習に関すること等に
ついての調査や、議案・請願等の
審査をします。

里川宜志子
坂口　　徹
吉野　俊明
伴　　吉晴
嶋田　善行
飯髙　昭二
木田　守彦

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

〃

議会広報の編集、発行に関する
事務をします。

木澤　正男
飯髙　昭二
小林　　誠
伴　　吉晴
嶋田　善行
小野　隆雄
辻　　善次

委 員 長

副委員長

委 員

〃

〃

〃

〃 

定例議会の会期、議事日程や議
事進行に関すること、請願・陳情
の処理に関すること、意見書の提
出等議会の対外的問題に関する
こと等、その他議会運営上必要と
認める事項や、他の委員会に属さ
ない事項の審査、調査をします。

建設水道常任委員会 厚生常任委員会 総務常任委員会

広報発行常任委員会 議会運営委員会

本会議・委員会の開催日程は
６ページをご覧ください。

▲広報発行常任委員会

議会を傍聴して
みませんか！

広
報
委
員
会
は
、5
月

の
委
員
改
選
で
構
成

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、新
メ
ン

バ
ー
で
、み
な
さ
ん
に
親

し
ま
れ
、興
味
を
持
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
け
る

紙
面
づ
く
り
を
目
標

に
し
て
、取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
は
、健
康・福
祉
に
取

り
組
む「
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
」で
の
行

事
に
密
着
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を
、ぜ

ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

   

（
里
川
委
員
長
記
）

　みなさんの選んだ議員が、議場
や委員会でどのような発言をし、
行政はどう答えているのか、みな
さんご自身でお確かめください。

い
か
る
が
議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198　

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12　

☎
74-1001　

内
線
302
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中西　和夫
広報発行常任委員会


